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市販各種合成洗剤による蔬菜付着蛔虫卵の

洗滌除去効果についての検査成績

付　油性汚垢洗滌試験

熊　　 田　　 三　　 由

国立予防衛生研 究所寄 生虫部

（1965 年2 月1 日受 領）

わが国にみ られ る野菜 の種類 は，きわめて多い が，そ

の半数以上 を占める とい われる葉菜類（小宮ら，　1954）に

は， とく に蛔虫卵 の附着 が多い よ うである（小田，　1927　；

千葉，　1928　；　Fueki，　1952）．

本邦人 にお ける 蛔虫感 染の主要なルートが，こ うし た

蛔虫 卵によっ て汚染 された野菜を生のまま漬物，ま たは

これ に類 した方法で摂 取することにあるこ とは，す でに

明 らかで あるが， このよ うな汚染野菜によ る感染 を防止

す る手段 として従来，野菜 の熱処理（沢 田ら，　1954），流

水 による野菜の洗滌（小田，　1927　：　小宮 ら，　1954），清 浄

蔬 菜の栽培等が力説 され てきた．

一方 野菜を合成 洗剤を用いて洗滌する と，そ れに附着

す る蛔虫卵が，かんたんに除去 されるとい う事実が最近

筆 者ら（小林・熊田．　1957），伊藤 ら（1958）によっ て明ら

かにされる ようにな り，以 後市場に出される合成洗剤 の

新 製品につい ては，上 記蛔虫卵除去の有効性について一

々これを確認 するこ とが必要であるとの見解か ら，一定

の検査に合 格し たもののみ力川 本食品衛生協会 から推奨

品 とし て市 場に出されることになっ た．かくし て現 在ま

でに国 立予 防衛生研 究所 寄生虫部におい て， 日本食 品衛

生協会 を介して 検査の依頼（昭和32 年8 検 体，33 年6 ’

検 体，34 年15 検体，35 年12 検 体，36年4 検体）を うけ，

検査を完了 したものはすでに45 検 体 の 多 きにのぼっ て

い るが，新洗剤製品の登場 も一応 の段階 に達したと思わ

れるので，ここに今までの検査結果 をまとめて報告する

次第で ある．

試験材料及び方法

1． 材　　 料

a．　供試洗剤：

1） 石 油系（ABS 系）に属す るもの註1）

ニッサンニ ューレ ックスパ ウダーW ， アルピナ， テ

イポンF ， ニッサンセブン，アデカクリーン，ミネライ

トK ，フクフジスーパー，ワ ンダフ ルK 液 体， ワンダフ

ルK 粉末，ティ ーポール（415）， サ ンクリーナーN ，二

ッサンセブ ンK ，ネ オペレックスP パウダー，ネオペレ

ックスパ ウダーNo ．　1， サユーライ ポン， ニッサ ンセブ

ンK（家庭用）， モー ジンネオパールK ，ネオペレ ックス

パ ウダーNo ．　2，ネ オペレッ クスL ，ネオペレ ックスペ

ースト， サラクリン，アデカ 〔クリ ーンK 〕液体，サンレ

ックスK ， パックスK ，エーボン，ノヽイ ソープ， アデカ

「 クリーンK 」液体 （1），アデカ「 クリーンK 」液 体（2），

ニッカ クリ ン，ライ ポンP －105， サラヤSS ， ワンワン

シルバー，サ ンスタ ークリンK ，ネ オペレ ックスK ，マ

イポールL ，レス ポン， ネオペレックスFW ，ニッサ ン

セブ ンK 　（L－351）， ワンワンSILVER ，グロリーK ，ナ

ンペット

2） ア ルコール系に属するもの註1）

ワンダフル， ミョシ，ミ ツワプ ラスZ

3） その他ミ ューズ註2）

b． 蛔虫卵汚染 野菜 の作 製：

本試 験に用い る虫卵材料 は， すべて豚 蛔虫卵とし，虫

卵は豚蛔虫子宮末端 （約3 　cm）からとり出し，これを2

％フ ォルマ リン水中，5 °C　1週間浸漬したも のを使用 し

た．試 験に 用い る 野菜としては， キ ャベ ツの葉 を 用い

た．す なわち， 比較的硬めのキ ャベツ の葉 をえらび，8cm

平 方大に切り，一通 り水道水で 洗つ たのち， これを

あらかじめ一定の割合で 虫 卵を 混じ た 水道水2Z （混合

（　162）

註1 ） アルコール系と石油系 の混在してい るものにつ

い ては， その含有量 の多い方 の系 をし めす．

2） 本剤はカリ石鹸，ヘ キサクロロフェ ンを主剤と

する殺菌消毒剤である．



比 ，豚 蛔虫1 匹 分の子宮末端部内の虫卵：水道水2X ）中

，に浸漬 して虫卵 を附 着せしめたのち，これ を風乾 したも

・の を虫卵汚染 野菜とし，これを試験に供 した．

2． 試 験方法

試験 に用い る洗剤の濃度は原則 として0 ．5％水 溶液 と

乙てお こなっ た．

試 験は，つねに洗剤使用 と水道水（対照）使用との比較

ミ試 験の形式でおこない，それぞ れ5 枚づっ の試 験葉を用

いた．試験 の操作は以 下の通りである．

まづ試験葉2 枚を とり出 し， うち1 枚は洗剤液 （液量

・は1　Z，　容器 として3Z 容量 の大型シリ ンダー使用）中に，

他 の1 枚は水道水中に浸漬 する．浸 漬時間は10 分とし，

浸 漬後試験葉 を液中で左 右に強く20 回ふ り洗いする（第1

回ふり洗い）．つい で 葉 はそ れぞれ 水道水1Z をもっ

ムた別の大型 シリンダー中に 移し， さらに20 回ふ り洗い

を行 う（第2 回ふ り洗い）． 第2 回のふり洗いを終了した

＝葉は，こ れを水道水 約300　cc　をもっ だ 腰高シ ャーレー

：中に とり，水中で歯 ブラシ法による洗滌を約2 分間おこ

：な う．同様 の歯ブ ラシによる洗滌をさらに引きっ づき2

回施行す る．対照 は第1 回ふり洗いを洗剤液の かわりに

：水中で行 う以外は， 洗剤使用のもの と，すべて同一の操

作 を行 うものとし， 同一洗剤試験につき5 例行 う．洗剤

ミ液中 の蛔 虫卵の検出は，以 下のよ うにし て行っ た．す な

わ ち，各 洗滌液は， これをそ のまま 室 温に30 分以上 静

置（洗 剤液のみは， 泡の消失す るまで）し， 虫卵 の沈澱 を

まっ てから 上澄液をサイフ ォンに より， 静 かに 除 去す

・る．ついで蛔虫卵 の蛋 白膜 を除去 するため，残渣20　cc

に ア ンチフ ォルミ ン原液数滴 を混 入，振 盪し， 約1 ～2

時 間放置する．ついで該液 を遠 沈管にあけ，　2，000回転，5

分間遠沈した後，上澄 をピペットで除去する．

虫卵数の算定は，その沈 渣につい て，これを鏡検して

行っ た．洗剤液（対照事 例で は水道水）使用による虫卵除

一去率は，1 枚の試験葉 から検出 された全虫卵数に対する

第1 回ふ り洗いに よる除去 虫卵数 の百分比を以 てしめし

た ．

試 験 成 績

被検洗剤45 種類につい ての蛔虫卵除去試験 の 結果は

第1 表，A 一V にし めされる通 りである．表には．各洗

で剤試験ご とにそれぞれ比較の ため同時に行っ た水道水を

．用い た対照試 験の成績がし めし てあ る．

い ま，こ の表を通覧するに，いず れの洗剤 使用 事例に

あ っ ても水 道水使用による対照に較 べて，平均除 卵率が

59

高い ばか りでなく， 各試 験回ごと の除卵率 も対照 にお け

るそれよ りも絶対 値が大となっ てい る．

試験は，す べて洗剤と対照（水道水）との対 比試 験の形

式で行 われてい るので，各洗剤に よる除 卵率と，そ れぞ

れ の対 照のそれ との差 は，　Sign　test　に よる検定によ り，5

％以 下の危険率で有意である といい うる．し かし，各

洗 剤による除卵率の絶対値につい ては各対照におけ るそ

れとともに，かな りの差 異がしめされてい る． 概括 的に

い えば，対 照におけ る除 卵率 が大である試験事 例で は，

それに対応す る洗 剤使用事例において 乱 除 卵率は大 と

なっ てお り， 逆に対 照で比較 的除卵率が小 なる場合には

洗剤使用で も小 となっ てい るよ うであ る．

そこで，い ま， かりに各洗剤除卵率 の比較 のた めに，

それぞ れの対照 による平均除卵率 を100 ％とした場合に

おける対応各 洗剤使用による除郛率 をもとめてみる と第2

表 のようになる．

第2 表に よれば，対 照を100 　％とし た場 合の各洗剤 の

修正除卵率は，最 低121 　％から最高223 　％ま での間に分

布してい るこ とがわかる． な お， こ の場合に， 各剤形

（液状，粉状， ペースト状）間には，洗滌力 の点で， とく

に差 はない よ うである．ま た洗剤 の0 ．5％水溶液におけ

るpH につい ては， ティ ーポール（pH　8 ．2）， アデ カ

「クリーンK 」液体（2）（PH　8．75），ワンダフル（pH　9 ．29）

等 の例外 を除けば，そのす べてが， ほぼ中性であっ た．

さて， 各洗剤間にし めされた， こ うした除卵率 の絶 対

値の差が，はたして有意 のものであるか否 かにつ いては

必 らずしも明ら かで ない． とい うのは，こ のような洗滌

試 験では，除卵率を左右 する多 くの因子が 介在するから

である． とくに，試 験葉 の性 状，虫卵 の粘 音吐等につい

ては，各試験回ご とに均一性 が保たれてい るとする保証

は，はなは だ小 さい からである．

そこで，こ うし た各洗 剤による洗滌除卵 率について の

優劣が，よ り単純化 された洗滌試験におい て 伝 果 たし

てみ とめられうるか否かを知るた めに，以 下の試験 を行

っ て みた．

油性汚垢洗滌試験

本試験に用いた試験方法を述べると，まず，供試洗剤

材料としては，先の除卵試験の結果，1） 比較的除卵率

が高くしめされた群から，ライポンP －105，アデカクリ

ーン，ミューズ，ミツワプラスZ の4 種，2） 中等度の

除卵率をしめした群から，サエーライポン，ティーポー

ル（415），ネオペレックスK ，フクフジスーパーの4 種，

（163 ）
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3） 除卵率 が比較的低 かっ た群 から， ミョシ， ニッサ ン

セブ ンK（家庭用），ライポ ンF ， ワンダフルK （粉末）

の4 種，計12 種をえ らんだ．試 験濃度 は，すべて，　0．5

％水溶 液とした．

油垢 は，局方大豆油と局方牛脂（混合比，1 ：1）の混

合油20g にo ．l　gのオイ ルレ ッド を0 ．5％に加えて赤

染し，こ れに5 倍量 のクロロホル ムを加えて作製し た．

こ のようにして作っ た汚垢 をビーカーに とり，こ れに

ス ライ ドグラスを浸漬（10°C，2 秒間）した のち，室 温

第1 表　各種洗剤・使用時 にお けるC
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で30 分間風乾した．油垢標本の洗滌方法として，洗滌

装置（東洋精機スクラボメーター）を用い，予じめ0 ．5％

の洗剤溶液（25°Cに調整）を入れた洗滌ビンに標本を挿

入し，密栓してから，これを毎分42 回転の速さで5 分

間回転振盪を行った．洗滌操作を終了した標本は，これ

をとり出し，水道水に軽く1～2回通し，そのまま室温＿

に放置して風乾した．洗滌操作施行前後における汕垢壯

着量は，トーションバランスで，その重量を秤量し，そ

れの洗滌除去効果は，以下のようにして行った．
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野菜附着 蛔虫卵除去効果M

フ

ス

ク フ

ー ハで

ジ

ー

平 均　92 ．9

サ

ー

ン

ナ

95

ク

ー

2

リ

N
対　　 照

－
57 ．7％61

．867

．753

．958

．9
－

62 ．0

O

サ ンレックスK

平均68 ．8

N

－

ア デ カ 「 ク リ

ー ンK 」 液 体

58 7

ニ ッサン
セブ ンK

70 3

対　　 照

42 ．9

61

ア

リ

液

カ

ンl

（1

4）　77．05
）　75．2

平均68 ．9

ワ ン ワ ンSILVER

4 ）5

）
一

平 均

73 ．2％74
．879
．081
．473
．2

－
75 ．9

T

ア デ ヵ

ク リー ン

1 ）2

）3

）4

）5

）

91 ．2％98
，596
．197
．596
．1

平均96 ．0

リ ー ンK 」

71

66

1

0

－

9

Q

ライ ポンP
　－105

－
69 ．3％71

．773

．768
．272

．5
－

71 ．4

グロリーK　 対　照75

．7％　　　55．0％80
．8　　　　　57．674
．0　　　　　51．378
．5　　　　　53．379
．8　　　　　54．477

．7　　　　　54．3

対　 照

－
42 ，8％42

．538

．667

．348

．9
－

45 ．5

ミ ュ ー ズ

平 均92 ．9

62

56
－56

3

6

－

9

ミツワプ
ラスZ

一60 ．0％66
．464
．861
．857
．6

－
62 ．1

R

対　 照

24 ．7％21
．933
．847
．033
．3

－
32 ．0

レ ス ポ ン　 サ ン ペ ッ ト　　対　 照

3）　81．04
）　81。25
）　83．2

平 均

U

81 6

対　 照

45 ．8

82 ．2％83
．082
．182
．881
．5

－
82 ．4

50．9％62
．661

．161
．964
．4

60 ．4

V

ニ ッ サ ン セ ブ　　　　 昭

ンK （ 家 庭 用 ）　　
対　 、、、、

平 均93 ．6 73
6

－ クK
リ ン

平 均87 ．6

ニ ッ サ ン

セ ブ ン

平 均86 ．4

P

－

サ ラヤs
　s

88 ．9

S

－ レック スパ
ウダ ー丶V

94 ．2

対　 照

62 ．2

対　 照

67 ．7

表中 の数値 は1 枚 の試 験葉附着全虫卵数に対す る除去 虫卵 数の百 分比（％）をし めし， 実 数値 は省略し た．洗剤 使

用濃度 は0 ．5　％水溶液とした．但し，ニ ッサンセブ ンは0 ．2　％， ニッサン ニュ ーレックスパウダーW は0 ．3　％水溶

液とし て試験し た．

洗滌率＝ ×100 ％

洗 滌試 験の結果は第3 表にし めされ る．表 には，各 洗

剤ごとに除卵率と油垢除去率 とが同時に 掲げ てあ る．

本表によれば，各洗剤につ き，除 卵率の優劣 順位と油

垢のそれとの間には，全く平行関係はみとめられない．

そのいちじるしい例は，ミューズであるが，この例にあ

っては，きわめて高い除卵率がしめされたにもかかわら

ず油垢除去の場合には，ほとんど，その効果がみられず

試験の結果では対照（水道水）よりも，かえって低くなっ

（165 ）

汚垢附着油量 ―残余汚垢量

汚垢附着油量

1）　91。3％　　60 ．9％2
）　92．5　　83 ．03
）　92．5　　78 ．04
）　94．6　　73 ．45
）　95．4　　67 ．1

1）　92．0％　　60 ．7％2
）　92．8　　48 ．93
）　96．2　　39 ．14
）　96．1　　27 ．55
）　88．8　　51 ．9

一 一

1）　73．2％　75 ．7％　　55 ．0％2
）　74．8　　80 ．8　　57 ．63
）　79．0　　74 ．0　　51 ．3

1）　77．9％　82
．2％　　50 ．9％2

）　82．5　　83 ．0　　62 ．6
1）　73．3％　　89．0％　　48 ．2％2
）　87．5　　95 ．5　　81 ．3
3）　89．6　　96 ．4　　62 ．0

4）　87
．0　　94 ．5　　78 ．55

）　89．9　　91 ．0　　71 ．8

＿ － ニッ サンニュ

1）　86．3％　91．0％　56 ．3％2
）　86．3　89 ．5　　66 ．23
）　85．1　84 ．2　　59 ．34
）　93．0　88 ．8　　64 ．35
）　87．5　86 ．7　　68 ．5

液体（1）　 液体（2）　　・　－　　　　　／　ノqr　　　　／　／・£J
1）　61．7％　66 ．5％　　69 ．3％　　57 ．6％　　60 ．0％　　24 ．7％2
）　61．6　　67 ．0　　71 ．7　　61 ．2　　66 ．4　　21 ．9
3）　65．8　　65 ．4　　73 ．7　　50 ．3　　64 ．8　　33 ．8

2）　88．7　　95 ．7　　　　61 ．8
3）　96．5　　95 ．8　　　　67 ．7
4）　96．2　　96 ．7　　　　53 ．9
5）　86．3　　91 ．5　　　　58 ．9

1）　70．7％　　　56 ．1％　　　54 ．6％　　　44 ．2％
2）　67．3　　　62 ．9　　　66 ．7　　　44 ．3

3）　66．2　　　55 ．1　　　65 ．4　　　42 ．2
4）　65．2　　　56 ．5　　　70 ．3　　　40 ．8
5）　72．8　　　64 ．7　　　77 ．7　　　43 ．2

n　87．1％　　93．8％　　　　57．7％

－ ／ 　 ’ W ＝ ＝ 　 　 　 　 ＝

一

ミ

アデ カ 「 ク　 ア デ カ 「 ク　　X冫yJ 、．　　　－ ．、．4．　　　冫 リヽロ ザ　　　　　　　　　　　サ ン ス タ　 廿 弓 ヤ　　 ‥　 ＿
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第2 表　水道水（対照）使用時の除卵串を100 として修整した場合における各種洗剤の除去効果A

． 液状洗剤

ミ

ノ 丶

－
－

－
－

モ

エ

サ

ワ

レ

ワ

サ

ア

ー
－

ワ

ン

ン

イ

ン

サ

リ　 ン

一
一
フ
ダ

ス

ワ

ン

デ　ヵ

ツ サ
ン

セ

ソ

フ ンK

ン　　セ
ネ　オ　パ

ポ

ク
フ　　 ノレ

ン　 シ

ペ

（家庭用）

リ

ブ

ー　ノレ

ン

K

ン

ン
K （ 液 体 ）

ポ　　　　 ン

ノレ　 ハ；　 －

ツ　　　　 ト

「ク リ ー ンK
ン セ ブ ンK

ワ　　　ン

B 。 粉 末 状 洗 剤

121 ．1123
．0127
．1127
．6130
．5131
．1133
．3133
．4135
．0136
．0136
．4136
．8

7

7

7

7

7

7

7

7

7

7

7

25
44
33
15
12
50
47
15
66

12
28

サ　 ン　 ス　 タ

サ　　　　　 ラ

グ　　　 ロ

マ　　　イ　　　ポ

テ　 ィ　　ー　 ポ

サ　　 ユ　　 ー

サ　 ン　　 レ

ニ　 ッ　 サ　 ン

ニ　　 ッ　　 カ

ネ　 オ　 ペ　 レ

ミ　　 ツ　　 ワ

ミ　　　　　 ュ

ア デ カ 「 ク リ ー

ア デ カ 「 グ リ ー

－

リ

ー

－
ラ

ツ

プ

ク リ　ン　K

ヤ　　s 　s

－　　　K

ル　　　L
ノレ （415）

イ　　ポ

ク　　ス

ブ　 ン

リ

ク　 ス

ラ　　ス

ン

K

K

ン

L

Z

ズ

140 ．8142
．9143
．0144
．2154
．8156
．0160
．3163
．8177
．8181
．5194
．0202

．8209
．0215

．3

7
7
7

78

7
7
7
7
7
7
7

40
50
15
40
20

37
20
44
60
23
38
40
75
28

ネ オ ペ レ ッ ク ス パ ウダ ー
ミ

ラ　　　 イ

ワ　　ン　 ダ

ネ オ ペ レ ッ

ネ オ ペ レ ッ ク

ノ`？　　　　ツ

No ．　2
ヨ　　　　　　　　　 シ

ポ　　　 ン　　　F

フ　　ノレ　K （粉 末 ）

ク スP パ ウ ダ ー

ス パ ウダ ー　No ．　1

ク　　　　ス　　　K

121 ．6126
．8127
．0129
．2130
．4130
．9131
．1133
．5

7

7

7

7

7

7

7

80
13
47
50
35
32
36

ワ

ニッサ ン
ネ　 オ

フ　 ク
ネ　 オ

サ　 ン

ア　 デ

一一 ユ
ペ

フ

ペ

ク

－

レ

ジ

レ

リ

レリクスパ ウダー

ツ　ク　ス　F
ス

ッ

ー

カ　　 ク

－

ク

ナ

リ

パ

ス
ー

－

ノレWW

－

K

N

ン

134 ．7139
．1149
．6149
．8150
．3153
．5210
．9

7
7
7
7
6
7

00

41
35
40
90
20

C 。 ペ ー ス ト 状 洗 剤

洗　　 剤　　 名

ネ オ ペ レ ッ ク ス ペ ー ス ト

ラ　　イ　　ポ　　ン　　P 　－105

除 去 効 果
－

126 ．7223

．1 7 80

第3 表　数種洗剤使用時における蛔虫卵および油脂

除去効果比較

A

ミ

ニ ッ
ー
フ

ワ

サンセブンK
イ　　 ポ

二
‰： 二

フ

ペ

ー

－

ジ

レ

ポ

ーフ

（家 庭用）

ン　　F

ス

ッ

ー

－　 ノ々 　 ＿

ク スK

ル （415 ）

イ　　ポ ン

すべての洗剤は0 ．5　％水 溶液として試験，但し，二

ツサンセブ ンは0 ．2％，ニッサンニューレッ クスパ

ウダーW は0 ．3　％水溶液として試験し た．

てい る．

こ の点について は再度追試 を行っ た結果でもやは 引司

様であ り，本剤 のみ は他の洗剤とは異なり，本来殺菌 消

毒 の目的でっ く られ たものであるので油垢除去に対す る

効果が認 められ なかっ たこ とも一応 うなづける．

こ のように， 蛔虫卵除 去と油垢 の除去とは，そ の成績

におい て，必 らずし も一 致しなかっ た点は興味深い．

考　　察

さきに筆者ら（小林・熊田，　1957）が行なった数種の洗

剤を用いての除卵試験での結果では，洗剤使用事例にお

いては，すべて水道水（対照）による洗滌に比して，はる

かに除卵率が高くしめされたが，これを市販の45 種に

ついて行った結果でも，全例において，その有効性が証

明された．したがって，以上の結果から推測すれば，一

般に市場に出廻わっている合成洗剤は，いずれも，その

（166 ）

ラ
C テ

ラ
D

ツ　　 ワ　　 フI

デ　 カ　 ク

ィ　　 ポ

－

リ　 ー

ン P 　－105

127 ．1129

．2130
．4

－
よ49．8150

．3154

．8156

，0
－
194 ．0202

．8210

．9223

．1

272 ．2327

．4369

．2350
．9367

．7369

．6337

．0365

．9
－
279 ．224

．8367

．4365

．5

水　　　　　　道　　　　　　水　　100．0　100 ．0

－

上記表 中の数 字は対照（水道水使用） を100 と

した場合 にお ける各洗剤（0 ．5　％水溶液）によ る

修 整除去 効果をしめす．

ワ　ン　ダ　フ　ル　K （粉末）　130 ．4　350．9

ミ　　　　　　ョ　　　　　　シ　　127．0　272．2

ヽ　　　　　　1　　　　　　 蛔 虫
卵 油脂除

群　　　　 洗　　 剤　　 名　　　　除去効果 去効果

ネオペレックスペースト　　126．7　　7．60

yE　　・夊！l　　ヵ　　　　　　蛔　虫　夛卩　　～TT

゛　　 ’1’J　　4‘1　　　　　　 除 去 効 果　　1 ’“　　　　　　　　　5　　 ゛j　　 徇　　　　　 除去 効 巣　　pl ‾1

7　　　　 ル　　　　 ピ　　　　 ナ　　121 ．6　　7 ．39　　　　ワ　　　 ン　　　 ダ　　　 フ　　　 ル　　134 ．7　　9 ．29

ニ ッ サ ン セ フ ンK 　IL －351）　137 ．4　　7 ．28　　　 ア デ カ 「 ク リ ー ンK 」 液 体 （2 ）　　209 ．0　　8
ワ　　 ン　　 ワ　　 ン　SILVER　　139 ．7　　7 ．39　　　 ア デ カ 「 ク リ ー ンK 」 液 体　 ①　　　215 ．3　　7

ミ　　ツ　　ワ　　プ　ラ　　ス　　Z　　194．0　　279．2

珎　　 割　　 夂　　　　　　宇 ．虫．夘　　r、H　　　　　　　　　砥1　　洳l　　　々　　　　　　蛔 虫 卵　 よ、r

－

洗　 剤　 名＊　　
漂ぜ

氛
絮　pH　　　　

洗　 剤　 名　　 靉
ゴj

氛
望　pH

丶`　　 丶　　　＝　　j　　　l　　　キ〃　　　¶r丶・　4　　　Fg　f丶／丶　　　　　、・　　　　　　　　、



適切なる使用によって蛔虫郛を積極的に除去する能力を

もっているものと考えて間違いないであろう．ただし，

この場合において，今回の洗滌試験によってしめされた

各洗剤による除卵率の絶対値そのものは，そのままこれ

を大小関係において順序づけることには難があるようで

ある．それは，1 つには試験条件がその都度若干異なり

うるということ，もう1 つには，油垢にっいておこなっ

た補足試験の結果が，上記除卵率と必らずしも平行的関

係にないということが判明したからである．

なお以上の除卵効果についての結論は筆者が行った試

験条件，すなわち，野菜の浸漬を10 分間とし， 洗剤濃

度を0．5％として20 回ふり洗いを行った場合における

それであるので，そうした条件が変った場合には，必ら

ずし乱 その有効性は保証しがたい．とりわけ，実際の

洗剤使用にあたっては，洗剤濃度および浸漬時間の2 つ

の要因が重要であると考えられるが，これらの条件を，

より小さく，短縮した場合にそうであり，濃度，浸漬時

間についての検討結果は次回に報告する予定である．

結　411口　　　口口

市販合成洗剤45 種を用い， その0 ．5％水溶液による

野菜附着蛔虫卵の洗滌除去効果を水道水によるそれを対

照として比較試験を行った結果を要約すれば，以下のご

とくである．

1） 蛔虫卵附着野菜を洗剤液中に10 分間浸漬後ふり

洗いを行うと，水道水で洗滌した場合より乱 いずれも

除卵効果が大である（危険率5 ％以下）ことが認められ

た．

（167 ）
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2） 洗剤 による油脂の除去効果は， 蛔虫卵の除去効果

とは，必 らずし も平 行しない．

稿 を終るにあた り，種々有 意義 なる御指導， 御校閲を

い ただい た予研寄生虫部長小宮義孝博士 と小林昭夫博士

に深謝 するとともに，油垢洗滌試 験におい て種々御便宜

を与 えられたライオン油脂研 究室 の藤井 徹也博士及び西

田敦氏 に厚 く感謝い たします．
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TESTS　OF　SYNTHETIC　DETERGENTS　ON　SALE　FOR　THEIR　POTENCIES

OF　ELIMINATING　ASCARIS　EGGS　ATTACHED　TO　VEGETABLE

LEAVES ，　WITH　SPECIAL　REFERENCE　TO　FAT －REMOVAL　TEST

Mitsuyoshi　KUMADA

（D や『t 　meritザ 扼rasitology，　Natio？ぶ777 が沁心 げ 昂ぶ 訪，T 。勾り』

Forty　five　articles　of　the　synthetic　detergent，　mostly　of　ABS　origin，　were　submitted　to　theDepartment　of　Parasitology

，　National　Institute　of　Health，　to　be　checked　on　their　usefulness　insanitating　vegetable　leaves　contaminated　with　ascaris　eggs　when　applied　for　washing

。

Cabbage　leaves　artificially　contaminated　with　2 　％　formalin －treated　ascaris　eggs　were　usedas　the　test　specimens

．　The　washing　test　with　a　given　detergent　was　undertaken　in　the 　mannerof　paired　comparison　between

the　detergent　and　water ．　Five　leaves　were　employed　for　each ．A

leaf　was　shaken　20　times　in　0 ．5　％ 　solution　of　a　detergent　after　being　kept　immersed　in　thesolution　for　10　minutes

．　Another　leaf　was 　managed　in　water　similarly　for　the　control ．　Afterthe　washing

，　each　of　the　leaves　was　brushed　thoroughly　in　separate　vessels　filled　with　water　toremove　ren

！ained　eggs．　Elimination 　value　was　indicated　by　the　percentage　of　egg－count　broughtby　the　first　washing　in　relation　to

the　number　of　total　eggs　found。

Thus ，　a　detergent　was　qualified　as　effective　when　the　values　were　always　larger　in　thedetergent　case　than　in　the

　control　through　five　times　of　the　separate　trials。

The　results　showed　that　all　of　the　detergents　tested　were　obviously　effective　for　eliminating；ascaris

eggs　from　the　leaves ，　though　certain　differences　were　shown　in　the　value 　among　the ・detergents

。

As　regards　the　differences　in　the　activity　as　shown　among　the　detergents ，　another　seriesof　tests　was　performed　to　see

whether　the　differences　might　be　valid　against　oil　and　fat　too ．The

results　showed　no　direct　correlation　between　both　removal　activities　of　the　detergents　against

ascaris　eggs　and　fat．
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